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研究成果の概要（和文）：思春期における自己制御の発達過程を明らかにすることを目的に、3チーム体制で検
討を行い、以下の成果を得た。①東京ティーンコホートチームは、我が国初の大規模思春期コホート（N=4,
478）を構築し、2回の大規模縦断調査を実施した。解析の結果、幼児期からの言語発達が自己制御性獲得の基盤
となり、語彙難易度と文法理解の成熟にともなって自己制御性がさらに発展していく可能性を見出した。②東大
付属双生児チームは、双生児を含む中高一貫校で縦断調査を行い、生活習慣の自己制御に影響する要因を解明し
た。③神経経済学チームは、自己制御の生物学的基盤の解明を行った。

研究成果の概要（英文）：We broke into 3 teams and studied the developmental process of 
self-regulation. First, Tokyo TEEN Cohort team has constituted the first large-scale adolescent 
cohort (N=4,478) in Japan and conducted a 2-wave large scale longitudinal survey. The survey based 
on community, and recruited participants randomly from three municipalities in Tokyo using the 
resident register. Results showed that self-regulation is based on language acquisition from an 
early age, and develops with the maturation of understanding of vocabulary and grasp of grammar. 
Second, Twin study team conducted a longitudinal study at Secondary School of the Faculty of 
Education, the University of Tokyo, which is a combined junior high and high school and a school 
where many twins belong. They found factors which have impact on self-regulation of daily habits. 
Finally, Neuroeconomics team showed a biological foundation of self-regulation.

研究分野： 行動生態学、進化生物学
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１．研究開始当初の背景 
(1)東京ティーンコホートチーム（長谷川・
西田）：諸外国における近年の大規模縦断疫
学研究（コホート研究）により、思春期の自
己制御がその後の広範なライフアウトカム
（心身の健康、社会的達成など）を強く予測
する(Moffitt, PNAS, 2011: Nishida, 2014, 
2016) ことが示される一方で、思春期前後に
自己制御がどのような発達・環境要因によっ
て形成・発展していくのかについて、大規模
な思春期集団を対象として縦断的に検証し
た研究は、国際的にも皆無であった。 
成人期以降の長期的な健康、社会機能に多

大な影響を与える思春期の自己制御の形成
過程を解明し、その支援戦略を見出していく
うえで、大規模思春期コホートによる縦断的
知見の蓄積が不可欠である。 
 
(2) 東大付属双生児チーム（佐々木）：思春
期は、自分の行動を自分で決定しコントロー
ルするようになる成長の時期であるが、同時
に、精神的健康を含めて様々なリスクが増大
する時期でもある。思春期の生活習慣の変化
が精神的健康とどのように関連するか、生活
習慣への自己制御に影響する要因は何かを
解析し、それらを基に精神的健康に影響する
生活習慣を改善するための健康教育プログ
ラム開発を進めることが必要である。 
 
(3) 神経経済学チーム（高橋）：研究開始前
までは、精神機能の自己制御を司る心理的メ
カニズムや、神経生物学的基盤、遺伝学的基
盤には不明な部分が多く、精神機能の自己制
御が思春期においてどのように発達するの
か、また、その発達を司る心理的プロセスや
神経生物学的基盤の解明は困難であった。 
 
２．研究の目的 
(1)東京ティーンコホートチーム：思春期前
後の自己制御がどのような発達・環境要因に
よって形成・発展していくかを大規模思春期
コホート研究により明らかにする。その際、
「言語発達と言語環境」に特に着目した。こ
れまでに Luria AR (1957)などにより、言語
の自己制御機能に関する理論（外言を内化す
ることによって行動をコントロールする可
能性）が提唱されてきたが、大規模な出生コ
ホートを用いた実証研究はない。本研究では、
思春期にさしかかった出生コホートを構築
し、言語発達をはじめとする諸要因と思春期
自己制御の形成・発展との関連を検証する。 
 
(2) 東大付属双生児チーム：生徒数の一割以
上の双生児を含む中高一貫校で、精神的健康、
生活習慣を含む諸行動について経年の縦断
調査を行い、以下の具体的な目的について研
究を進めた。研究①就寝時刻や睡眠時間など
の睡眠習慣と精神的健康との関連が、遺伝要
因などによる見かけ上のものでなく、実際に
関連性があるかどうかを検討する。研究②睡
眠習慣と不安・抑うつの因果関係を縦断デー
タの解析により検討する。研究③睡眠習慣に
関する健康教育を行う上で必要な、不安・抑
うつを出来るだけ軽減するために中高生に
推奨すべき夜間の睡眠時間を検討する。研究
④健康教育および自己制御と関連して、10 代

の援助希求行動に影響する要因、および援助
希求行動を支援する学校、特に保健室でのシ
ステム開発を検討する。 
 
(3) 神経経済学チーム： 思春期における精
神機能の自己制御の発達を支える心理的・神
経生物学的基盤を解明するため、心理物理学
と、神経科学、経済学における意思決定理論
を組み合わせた「心理物理学的神経経済学」
の概念を提唱する。心理物理学や神経遺伝学
の実験研究手法と組み合わせることにより、
自己制御発達の基盤を実証的に解明するこ
とを目的とした。 
 
３．研究の方法 
(1)東京ティーンコホートチーム：出生コホ
ート研究の経験が豊富な英国研究機関を複
数訪問し、追跡率の高いコホートを構築・運
営するノウハウをヒアリングするとともに、
本研究で用いる自己制御指標の開発に関す
る英国研究機関との共同研究を開始した。 
同時に、東京都内の 3つの自治体（世田谷

区、三鷹市、調布市）の協力と許可を得て住
民基本台帳から 10 歳児童（2002 年 9 月 1 日
～2004 年 8 月 31 日までの出生コホート）を
ランダム抽出し、4,478 世帯から協力同意を
得 た （ Tokyo Early Adolescent Survey: 
T-EAS）。その後、協力世帯の社会経済指標等
を一般人口に合うよう調整し、本研究の追跡
対象とするコホートとして固定。3,300 名か
らなるTokyo Teen Cohortの構築に成功した。 
 本研究期間内に、2 回の戸別訪問調査（10
歳時調査、12 歳時調査）を行い、妊娠・出生
時からの発達情報（母子手帳）、家庭・学校・
地域等の環境に関する情報、心身の発達と健
康に関する情報等、2,800 項目を超える情報
を収集した。これら収集された情報は、コホ
ートデータベースとして整備し、本新学術領
域研究の他の計画班・公募班の研究者らとの
共同研究プラットホームとして活用した。戸
別訪問調査実施に際しては、予めパイロット
調査を実施した後、調査方法を改善し、調査
員（35 名程度）に対する十分なトレーニング
（5 日間の研修・試験）を経て、本調査を実
施した。また、追跡期間中に転居した世帯に
ついては、日本国内であれば追跡対象として
遠方調査を実施。協力世帯への定期的なコン
タクトを続け、12 歳時調査時点における追跡
率は、91％を維持している。 
あわせて、構築したコホートデータベース

を用いて本新学術領域の他の計画班の研究
者らと連携研究を推進した。A02 計画班との
連携研究としては、思春期の自己制御と言語
機能（文法と語彙）の発達との関連を検証し、
A03 計画班との連携研究としては、コホート
サブサンプルを対象とした脳画像研究を実
施して思春期自己制御の脳基盤に関する研
究を行った。 
 
(2) 東大付属双生児チーム：主なデータは、
東京大学教育学部附属中等教育学校（以下、
東大附属）に在籍中の生徒（1 学年 120 人、
うち 1 割以上が双生児ペア）を対象に 2009
年から年に 1回継続して実施している、生活
習慣と精神的健康に関する調査から得た。ま
た、以前に三重県、高知県で行われた中高生



の大規模横断調査データも活用した。 
 
(3) 神経経済学チーム： 神経経済学の分野
において自己制御を実験的に研究する際に
用いられる時間割引課題を行動実験課題と
して用い、自己制御を定量化した。 
時間割引に影響を与えると考えられる「心

理時間」を測定するために、知覚心理学にお
いて確立されてきた、絶対的マグニチュード
推定法を用いた。心理時間に関連する神経生
物学的機構の候補の一つであるドーパミン
受容体を符号化している遺伝子の多型を分
析し、時間割引における自己制御との関連を
調べた。また、報告者のこれまでの研究によ
り自己制御と関連することが知られていた
ストレスホルモン受容体関連タンパクをコ
ードする遺伝子の多型と、時間割引における
自己制御との関連も調査した。 
 
４．研究成果 
(1) 東京ティーンコホートチーム： 
①言語機能の発達と自己制御との関連 
10 歳時健康発達データベースおよび 12 歳

時追跡調査の前半データを解析し、思春期の
自己制御発達と関連する諸要因を見出した。 
1～3 歳時の言語発達課題の遅れが 10 歳時

の不良な自己制御を予測することが示され
た（β=-0.094, p <0.001）一方で、1～3 歳
時の運動発達の遅れは 10 歳時の自己制御を
予測しなかった（β=-0.036, p=0.065）。 
10 歳時の教科ごとの成績および苦手感と

自己制御との関連を分析した結果、国語の成
績不良、苦手感が、不良な自己制御と強く関
連していた（β =-0.246, p <0.001: β
=-0.149, p<0.001）。 
上記の言語発達と自己制御発達との関連

についての知見を踏まえ、言語発達のどの要
素（文法、語彙量、語彙難易度、語彙抽象性）
が自己制御発達と関連するかについて、A02
（首都大 保前・橋本ら）との領域内連携研
究として検証した。その結果、語彙の難易度
および正しい文法理解が思春期自己制御と
関連することが明らかとなった（β=-0.201, 
p =0.010: β=-0.240, p=0.002）。 
これらの結果から、幼児期からの言語発達

が自己制御の基盤となり、語彙難易度および
文法理解の成熟にともなって自己制御がさ
らに発展していく可能性が示唆された。 
 

②自己制御と関連するその他の要因 
 自己制御は、「長期的目標の達成に向けて
目先の欲求や誘惑を耐える」(Duckworth, 
2011)と定義される。ここから、思春期前後
で抱く将来の目標（長期的目標）が自己制御
と関連するかを検証した。10 歳時の調査にお
いて、「30 歳までに最も達成したい目標」と
して「やりがいのある仕事をする」を選択し
た群の自己制御は高く（β=0.085, p <0.001）、
一方で「たくさんのお金を稼ぐこと」（β
=-0.064, p =0.001）、「よい車を持つこと」（β
=-0.078, p <0.001）を選択した群の自己制
御は低かった。 
 また、自己制御は、性別、社会経済指標（世
帯収入、父母の教育歴）と関連すること、兄
弟の数および出生順が関連することが明ら
かとなった（下図）。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
この兄弟数と自己制御との関連に介在す

る要因として、母親と子どもの言語的コミュ
ニケーション量が見出された（下図） 
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(2) 東大付属双生児チーム：研究①②に共通
した結果として、中高生の年代では学年(あ
るいは年齢)とともに、就寝時刻の遅延、睡
眠時間の短縮、精神的不健康（GHQ-12 スコア）
の増大がほぼ線型に進んでいた。この結果は、
睡眠習慣に関する健康教育プログラムを開
発し、それが睡眠習慣改善に繋がれば、中高
生の精神的健康の向上に繋がること、すなわ
ちプログラム開発に意義のあることを示唆
している。 
研究③では、プログラムを開発する上で目

安となる、中高生に推奨される平日の睡眠時
間を検討した。その結果、男女とも、平均的
には、平日の睡眠時間が 7 時間半を切ると、
不安・抑うつの程度が強まる可能性があるこ
と、また全体の平均として推奨される平日の
睡眠時間は、男子では中高とも 8.5 時間以上
であることが示唆された。女子についてはこ
れより短い時間で不安・抑うつスコアが最少
となったが、この性差については、さらに詳
細な検討が必要と考えられた（SLEEP 誌にて
under revision）。 



研究④いじめと希死念慮との交互作用と
援助希求行動の解析では、いじめ被害者では
希死念慮が高まるほど援助希求をする者の
割合が減少することが示唆された。 
 
(3) 神経経済学チーム：時間割引における自
己制御は、心理時間の長さが小さいほど大き
いことが明らかとなった。また、時間知覚（心
理時間）を制御するドーパミン受容体の遺伝
子が、時間割引における自己制御に関連する
ことも示された。また、ストレスホルモン受
容体のコ・シャペロンタンパクであるＦＫＢ
Ｐ５をコードする遺伝子が、時間割引におけ
る自己制御を調節していることが示唆され
た。 
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